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　2014年，ケンブリッジ大学大学院博士課程を修了。博士（心理学・コンピューターサイエンス）。ケンブリッジ
大学 Psychometrics Centre主任研究員，マイクロソフトリサーチ研究員を経て，2014年7月より現職。最先端計
算法およびビッグデータ・マイニングを用いて，「デジタル環境における人間」に関する研究を行っている。
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　2007年，東京工業大学大学院社会理工学研究科博士課程を修了。博士（工学）。日本学術振興会特別研究員
DC・PD（統計科学）を経て，2008年4月より現職。2010年‐2011年 ケンブリッジ大学客員研究員（日本学術振
興会優秀若手研究者海外派遣事業において）。研究分野は統計科学・心理統計学。現在の研究課題は，「潜在変
数モデル」と「統計理論と情報技術に基づくテスティングシステムの研究開発」である。
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　2008年3月，東京大学大学院医学系科 生物統計学博士課程中退。独立行政法人 国立環境研究所 環境健康研
究センター助教を経て，2012年5月より現職。研究分野は観察研究・疫学研究における統計解析手法。
≪主な論文・著作≫
Takeuchi, A., Matsuyama, Y., Ohashi, Y., Ueshima, H. （2010）. Monte Carlo Sensitivity Analysis for Adjusting 
Multiple-bias in the longitudinal cardiovascular study. Japanese Journal of Biometrics, 31（2）, 63-76.
Igarashi, T., Finet, J. E., Takeuchi, A., Fujino, Y., Strom, M., Greener, I. D., Rosenbaum, D. S., Donahue, J. K. 
（2012）. Connexin Gene Transfer Preserves Conduction Velocity and Prevents Atrial Fibrillation. 
Circulation, 125（2）, 216-225.
Ng, CFS., Ueda, K., Nitta, H., Takeuchi, A. （2013）. Seasonal variation in the acute effects of ozone on 
premature mortality among elderly Japanese. Environmental Monitoring and Assessment, 185（10）, 8767-
8776.
藤野善久・近藤尚己・竹内文乃（2013）．保健医療従事者のためのマルチレベル分析活用ナビ　診断と治療社
